
羽 h産業草野兄詣駆動課(弔或7年1月)

1.羽櫨恥経営の樹兄

平成7年2月9B

tば注先総合砂防新

倭語吾首:建設省、国土庁)

アンケ一時経をもとに1月1日時点の不忍産業D経営の樹冗について荷産業費用撒討賊し、

期重働経営の府兄(現めを見てみると、住箔・哲也j~実業は 2 3. 4、ビル賃貸業が-38. 5、

荷歯茄亘業が-46. 6であり、住宅・担的譲業主ビル賃貸業荷産撤撲ともに経営の樹兄が

悪いという見方カ多い。前鴎賠舗点と主撤して、{主主・司船設業主不忍産髄撲は悪化し、ビル賃

貸業もわず州こ悪化している。 3ヶ月後の経営の見直しについては、住宅@窃紛議業は-27. 4、

ピル賃貸業は-14. 1、不忍歯五通業は-2O. 5と悪化するとの見方カモ多い(表1)。

表l 不忍産業穀泊接対こついて (7年1月l日時点j

l月l日現在 (参考)前田鹿鞘点 (10月1B) 

経営のi悶兄
見か3通ヶら見月し後て()のl月経営1の日

経営の出兄
見か3通ヶら月見し後て(の)10月経営1の日

住宅・型的譲業 23. 4 -2 7. 4 4. 0 1 6. 9 

ビル:賃貸業 -38. 5 -1 4. 1 3 7. 2 -1 2. 8 

有路1宙環 4 6. 6 -2 O. 5 -24. 2 -1 1. 7 

不忍露楽譜兄指数の倫妨法については、以下のとおり。

/南櫨業草野兄指数

{但いとする回答数x2+やや良いとする回答掛 : 

一(やや悪いとする恒搭数十悪いとする回答数x2)}+2+全回答数x1 0 0 

注:不忍産業需用旨数は、回答の全てカ経営の卵兄を良いとする場合+1 00を示し、

巨搭の全てカ涯営の胤兄を悪いとする場合は-100を示す。
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不動産業業況指数の経緯

図 1-1 経営の状況
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惨考)不事産業の業兄lこ関するアンケートID忍部結烈こついて

表1-1 1月1日現在の経営の抄祝 幅広内l措治(0)

良い やや良い 首畳 やや惑い 悪い

住宅・宅出う譲業 。(0.0) 7 (1L 3) 2 5 (40.3) 2 4 (38η 6 ( 9. η 

ピル賃貨業 。(0.0) 2 (5. D 1 1 (28. 2) 2 0 (51. 3) 6 (15.心

不事産蹴諜 0(0.0) 2(2. η 1 8 (24.η 3 6 (49.3) 1 7 (23.3) 

記 -2 1月l日現在の3ヶ月後の経営の馬車し

良くなる やや良くなる 罰コらない やや悪くなる 悪くなる

住毛・司船譲業 。(0.0) 3(4.8) 27(43.5) 2 7 (43.5) 5(8.1) 

ピル賃貸業 0(0.0) 3 ( 7.η 2 3 (59.ω 1 2 (30.8) 1(2.6) 

不忍産iJ.Ei!諜 l(L心 4(5.5) 3 7 (50.η 2 6 (35.6) 5(6.8) 

記 -3 前回程時点(10月1日)の経営の拠氾惨考)

良い やや良い 記E や牛惑い 惑い

住宕・暫的譲業 6(8.1) 16(2L6) 3 2 (43.2) 1 8 (24，3) 2 ( 2. η 

ビル賃貸業 2(5.1) 1(2.6) 9 (23.1) 2 0 (5L 3) 7 (l7. 9) 

不毅産iir~漠 l(L η 6 (10.0) 2 4 (40ω 2 1 (35.0) 8 (13.3) 

記 -4 前官庭観点(10.月 1日)の3ヶ月後の経営の慰霊し惨考)

良くなる やや良くなる 翻コらない やや悪くなる 悪くなる

{自・宅出操業 l(L心 9 (12. 2) 3 2 (幻.2) 2 8 (37. 8) 4 ( 5.心

ピル:賃貸業 。(0.0) 4 (10.3) 2 2 (56.心 1 2 (30. 8) !( 2. 6) 

不寂護服醍 。(O.ω 8 (13.3) 3 4 (56.η 1 4 (23. 3) 4 ( 6.η 
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2.業種別の掛か販売価格動向等

(1住宅・容紛譲業

住箔・司船譲業D用地町欄特主の動向については、全体の52幼清朝と比べて績はいと巨搭

し、ついで1勘噸向にあるとする回答と減少暢旬にあるとする巨樹守献している。蹴桝数の動

向について比全体の45幼清棚と比べて横ばいと巨塔し、お砂明匂にあるとする医搭がこれに

続く。連第戸数の動向について比全体の53%締欄と比べて積はいと回答し、ついでま勧醐向

にあるとする回答と減引関旬にあるとする巨搭科詑元している。目隠cf断念D動向については、到体

の52%か背欄と比べて劉つらないと回答し、全体の44幼粧下傾匂にあると回答している(表

2-1)。
表2-1 住箔・宅地分譲築の府兄』こついて

用地取得件数

区分

計(1)i (2) i恰)

i首:横i 減

加i ば!少
傾i い:傾

圏域 向! 向

全 !一一引h|い日円円671川7::;2
% 

融甘i轍 | お軒数

計(1); (2); (3) 

増!償i 減

加i ばi 少
傾:いi 傾

向: 向

計(1);

減:

少i

傾向

(2) ; 

横 i

ばi

販売価格の動向

(3) 計(1)・ (2);(3) 

増 上i 変:低

加] 昇わi 下

傾 傾らi 傾

向 向な向
L 、

3 ; 35目 30

東芸努け 3幻3; 6; 17; 10[ 6鉛6;12;32;22引[ 6伍5;リ16;34;15[ 3お5ι 1;14;20 
京…“…“一…ー γ ー…:一…|……:…・:……[........;........;・ 4 ・ |

圏 %118.2 i 5L 5 i 30. 31 i 18. 2 i 48. 5 i 33. 31 i 24. 6 i 52. 3 i 23. 11 2. 9 i 40. 0i 57.1 

体ト→一一← • 
大実数[ 13; 5; 7; 1 [ 31 ; 9; 1 2・10[ 30; 5;18; 7[13; 2; 9; 2 

圏%[ ; 38. 5 : 53. 8; 7. 7 [ ; 29. 0 ; 38. 7 ; 32. 3 [ ; 16. 7 ; 60. 0 : 23. 3 [ ; 15. 4 ; 69. z; 15. 4 

注1) 1業者カえマンション、戸建て、昔色のそれぞれについて回答したものを合計してい

るため、項目によっては回答数がアンケート回収数を上回っている場合がある。

2)東京圏:茨協黒埼玉県千葉県、東京者1¥，干鞍)1[民

対反盤:京者師、力!崩守、見整思奈良県(表 2…2について同捕。

4 



(2)ピル賃貸業

空室の樹兄については、全体の60矧清槻と比べて横ばいと回答している。蹴場等4の動向に

ついては、全体で古棚と劉つらないとする巨賂が55弘低下傾旬にあるとする回答が45%を占.

めた。(表 2-2)。

裁:-2 ビ地警警齢出兄について

空室の樹兄 蹴法評iの動向

区分

言十 (1): (2) (3) 言十 (1) : (2) (3) 

減:横 増 上 変 低

少: ばi 加 昇 わ 下

傾: し、 傾 傾 ら 傾

圏域 向: 向 向 な 向

L 、:

実数 57: 11: 34: 1 2 3 1 : 0:17:14 

全体 ー-ー"・・・ ....--.-.--..ーーー・ー・・・...-."・-ー・ー.......・................・ーーーーー..........

% : 19. 3 : 59. 7 : 21. 0 0.0: 54.8: 45.2 

実数 32: 6 : 2 0 : 6 14: o : 5: 9 

東京圏 ーーー・ー......._--_.‘"・ーーー.....・....-ーーー・ー・......ー・・......ーー................-ー--........ 

% : 18. 8 : 62. 4 : 18. 8 0.0: 35.7: 64.3 

実数 10: 3: 4: 3 7: 0: 3: 4 

ガ坂圏 ...----・....・・・・・・・.........・ーー・・・・・....圃司..ーー・・ーー.................司..._，---ーーー・ー

% : 30. 0 : 40. 0 : 30. 0 O. 0 : 42. 9 : 57. 1 

注:1業者が、各地域について回答しているため、項目によっては回答数がアンケ

ート回収数を上回っている場合がある。
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(3 )不動産流通業

売却依頼、購入依頼及び成約の動向については、前期(平成 6 年 7 月 ~9 月)と比較

して、減少傾向であると回答した地域数が増加している。取引価格の動向については、

前期と比較して、やや下落傾向であると回答した地域数が増加している。

表2-3売却依頼の動向

¥ ¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域

10月 11月 12月 10月 11月 12月 10月 11月 12月

中古マンション 1 5 2 21 18 21 1 1 1 0 10 

中古 戸建住宅 O 1 O 25 23 2 0 8 9 13 

土 地 1 。。2 5 26 2 0 7 7 13 

表2-4購入依頼の動向

¥¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域

10月 11月 12月 10月 11月 12月 10月 11月 12月

中古マンション 。O O 9 9 5 24 24 28 

中古戸建住宅 O O 1 22 2 3 9 1 1 10 23 

土 地 1 2 O 20 24 1 4 12 7 1 9 

表2-5成約の動向

¥ ¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域

10月 11月 12月 10月 11月 12月 10月 11月 12月

中古マンション O 。O 7 1 1 8 26 22 25 

中古戸建住宅 。1 。20 27 1 6 13 5 17 

土 地 1 O 。21 25 19 1 1 8 14 

表2-6取引価格の動向

¥ ¥ ¥¥  上昇 やや上昇 横ばい やや下落 下落

10~1 11月 12~ 10月11月12月 10~1 1U1 12R 10月1U112月10A 1U 12R 

中古マンション 。。。。。。1 3 2 32 25 26 。5 5 

中古戸建住宅 。。。。。。24 19 14 9 14 19 。。。
土 地 。。。。。。21 18 21 12 15 12 。。。
注)三大都市圏及び地方主要都市を 33地域に区分し、中古マンション、中古戸建住宅

及び土地の取引量及び取引価格について、前月と比較した動向を整理したもの。各数

値は、地域数を表す。
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(参考)

粧の概要
1.目的

指毘査は存萄震計手若の動凪築購について、掘齢、っ出車吋由置することにより、建設・

国土行敢に資することを目的とする。

2.擁 酎 象

三式部市圏及び地方主要都市において不忍産業を営む業者を対象仏不忍産業D業種白書・

窃紛譲業ビル賃貸業荷産闘関、事菊膿伏手業者、中村鰭)等を考古書し℃

278業者選定しfこ。

3. W騨 欄

勾四半期(1月、 4月、 7月、 10月)

4.諒皆頭目

江経営の胤見

直取引制勝股於耐広取ヨ附各の制勝)

5.古車訪法

鍛鈷によるアンケ ト司瞳

6.喜怒嬰鯛

建設省及ひ潤土庁の費もを受けて二財官怯人土地総合研究所偲事長石原舜介)淵踏を実

施L

なまえ荷薩翻諜に係る取百附騰については建設省の費碇受けて財由法人士雄総合研

究所が実識している弓萄商直結動I謡鹿査(モニタ艶笛」より百問。

(参考)今回のアンケート回収率は次のとおり。

対象数 回収数

住宅・宅出う譲業 112 6 9 

ピル賃貸業 54 3 9 

荷重搬諜 112 73 

計 278 181 
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回収率

619出

72.2出

65.2出

65.1児 問合せ

樹)並齢;合研究所

融理井上

fi03 (3583) 2391 


